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難病･慢性病フォーラム  第二回  の様子

　2004 年 5月 30 日（日）　難病、慢性病フォーラム第２

回が、学術部との協賛で、昨年と同様、大阪のチサンホ

テルにて開催されました。講師の先生を始めアドバイザー

の先生方、栃本天海堂、ウチダ和漢薬、各研究会、会員、

理事の皆様のご協力を得て、盛況にて無事終了しました。

今回のテーマは、アトピーという事で、開局薬剤師にとっ

てはとても難しい疾患でありました。交流会の顧問でも

あり、今回の講師である細野先生は、私達薬剤師にも分

かり易い症例を、わざわざ選んできて下さったご様子で、

桂枝湯による乳幼児の治験例、胎毒下しを使っての治療

例，皮炎湯、晋耆の使い方等どれをとっても驚かされま

した。山崎先生は、沢山の症例を分かり易く整理して示

され、アトピーの考え方、流れがよく理解できたように

思います。

　会員発表では、皆、かなり苦労している姿が伺われま

した。しかし、苦労しながらも、漢方で少しずつ良くなっ

ている経過があり、より良い治療を求めての発表である

と感じました。又、木村先生の、“アトピーは、寒の治

療を根本にする”という独自の考え方と治療の実績には、

目から鱗の感や、疑問やらで、会場を沸かせました。ア

トピーの考え方、やり方は、本当にいろいろあるものだ

ということを再認識させられました。討論では、誰もが

治療だけでなく、食事指導が大切という考えが伺え、食

養生の話も時間があればよかったと思います。

　昨年の難病・慢性病フォーラム“肝臓病”で基調講演

をされた、顧問の近畿大学教授久保道徳先生が、助教授

の松田秀秋先生と共に、お出でになり、何度かフロアー

から発言もして下さいまして有意義な討論となりました。

　懇親会では、顧問である細野診療所の中田敬吾先生が、

わざわざ参加下さいました。今回のフォーラムは、細野

診療所の先生方に非常に良くして頂き、心より感謝して
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第 37 回日本漢方交流会全国学術総会 開催案内

おります。

　全体としては、皆様のお陰で、難病・慢性病フォーラ

ム　第二回を終える事が出来、とても、ほっとしています。

このまま軌道に乗り、会員の毎年の臨床討論会として位

置付けられる事を望みます。

特別講師、アドバイザー、発表者、参加者、は下記の通り。

特別講師（2名） 

　細野八郎　　聖光園細野診療所・理事長

　山崎正寿　　広島漢方研究会・副会長

　聖光園細野診療所（広島）

招待アドバイザー 

　広中隆志　　医師　広中内科・東洋医学研究所 （3名）

　小松新平　　株式会社栃本天海堂　学術部長

　板垣鋭司　　株式会社ウチダ和漢薬　営業学術室長

発表者（6名） 

　加藤聡　　　九州漢方研究会

　木村勇　　　東海漢方協議会

　富田知世子　近畿鍼灸漢方研究会

　川邉隆子　　近畿鍼灸漢方研究会

　西脇平士　　近畿鍼灸漢方研究会

　中島一仁　　京都漢方研究会

特別参加者（3名） 

　久保道徳　　近畿大学　薬学部　教授

　松田秀秋　　近畿大学　薬学部　助教授

　中田敬吾　　聖光園細野診療所（京都・大阪）

参加者（89名）

　会員（71名） 　

　　九州漢方研究会 3 名

　　京都漢方研究会　  18 名

　　近畿鍼灸漢方研究会 5 名

　　熊本漢方研究会　　 2 名

　　東海漢方協議会　　 9 名

　　東京漢方教育研究センター 5 名

　　徳島和漢薬研究会 2 名

　　日中医薬研究会　関西支部 2 名

　　日中医薬研究会　関東支部 4 名

　　広島漢方研究会 11 名

　　個人会員 10 名

　　会員外 （13 名）

　　学生　 （5名）

総人数　97名

京都薬科大学校舎

開催期日：平成16年 10月 10日 ( 日 )11日 ( 月・祝日 )
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１、 開 催 場 所：京都薬科大学『愛学館』

２、 主催、共催：日本漢方交流会、京都漢方研究会

３、 大会テーマ：「温故知新」～薬系漢方の未来像を求めて～

４、 登　録　費：予約登録　一般　　  8,000 円　学生1,000円

　　　　　　　　当日登録　一般　　10,000 円　学生1,000円

５、 懇 親 会 費：8,000円 ( 会場　京都薬科大学『愛学館食堂』)

６、 プログラム (講演内容により多少の変動がありますのでご了承下さい )

※薬剤師研修シールは 6点です
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●日本漢方交流会ホームページに会員専用のページを作成しております。パスワードは kaiin でお入りください。

   とりあえず理事会の報告などをこのページでさせていただきます。

平成 16 年 8 月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ

【プログラム】

　　AM  ９：30～AM10：00　受付

　　AM  10：00～ PM  １：00　薬局製剤実習　　講師：佐々木良忠　先生
　　　　                                                           『中黄膏』と『半夏瀉心湯』を薬局製剤に則って
                                                                       作ります。
　　PM  １：00～ＰＭ ２：00　昼食　（漢方薬局開局マニュアル解説）

【申し込み方法】

　　「Ｅメール」「ＦＡＸ」又は「はがき」に、〒住所、氏名、電話番号を明記の上、下記、日本漢方   
      交流会若手育成研修会事務局までお申込み下さい。

　　若手育成研修会事務局　　〒 833-0031　福岡県筑後市山の井２７２－１
　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　 kanekoya@pop02.odn.ne.jp
                   　　　　　  　　電話・FAX　０９４２－５２－２３７７（金子薬局）
　　お問合せもこちらにお願いします。

第 6 回 若 手 育 成 研 究 会
（若手育成研修会は学術総会への参加の有無に関係無く、参加できます）

日本漢方交流会　組織部

　日本漢方交流会では、漢方に携わる薬剤師を育成する為に、毎年若手育成研修会を行っています。毎回とても好評

で、久しぶりの実習と講義で楽しく為になったと喜ばれています。開催地は年度によって変わりますが、今年は京都で、

日本漢方交流会学術総会と同時に行う事になりました。本格的な漢方薬局を開局したい方、漢方を役立てたい方には、

とてもよい機会ですので、どうぞ奮ってご参加下さい。　尚、今年、寺島先生は都合により来られませんので、漢方

薬局開設マニュアルは資料をお配りし、昼食時に簡単な解説を行なう予定になっております。

日　時　　平成16年 10月 10日（日）　10：00～ 13：00

会　場　　京都薬科大学　生薬学実習室
　　　　　　　　〒607-8414　京都府京都市山科区御陵中内町5
　　　　　　　　TEL　075-595-4600( 代表 ) 　FAX  075-595-4750( 代表 )
　　　　　　　　（ＪＲ山科駅より徒歩で約１０分）

定　員　　５０名　　（年齢制限なし）

参加費　　日本漢方交流会会員 1,000 円　　会員外 3,000 円     （学生参加費1,000円）

[ 交通 ]

◆ JR山科駅から徒歩 10分

◆京阪・地下鉄東西線山科駅か

　ら徒歩 10分

◆京阪・地下鉄東西線御陵駅か

　ら徒歩 10分


